
令和 7年 8 月 20 日 第 3139 回例会
［点鐘］［ロータリーソング］我らの生業

［ゲスト紹介］市内 A グループガバナー補佐川原嘉裕様

米山奨学生アクタル・リピさん

［8月分奨学金授与］澤野会長からアクタル・リピさんへ

［委員会からのお知らせ］

軸屋会員維持増強部門長：新入会員紹介者カードについて

柳元社会奉仕委員長：いのちの電話カードについて

記念品贈呈
【8月生誕生記念品贈呈】

福岡 一信会員(13 日）

柳元 尚喜会員(21 日）

大坪喜代子会員(31 日）

会長の時間
皆さん、こんにちは。お盆休み明けに久しぶりに顔を合

わせる例会となりますが、皆さんいかがお過ごしでしょう

か。暦の上ではまもなく初暑です。秋に入り、暑さが収ま

ってくる時期とのことですが、今年も残暑厳しく、まだな

かなかその実感はありません。

一方、先日の霧島市や姶良市での大雨で被害に遭われ方

に心よりお見舞い申し上げます。私たちロータリークラブ

としても地域や社会に寄り添い、一日も早く安心して暮ら

せる日常が戻るよう協力できることを考えていきたいと

思います。

先日のお盆休みでは、私は延岡市に帰省してまいりまし

た。久しぶりに故郷の澄んだ空気に触れ、地元でリフレッ

シュできるひとときとなりました。

そして 10 月には、地区大会が開かれます。数多くのロ

ータリーアンこの地に集われることを、私自身とても不思

議な感覚で、そしてとても楽しみにして待っております。

鹿児島市からも往復で 6 時間ちょっと、遠く離れた場所に

感じられるかもしれませんが延岡市は全ての人を温かく

迎える「おせったいのまち」です。そんな移動時間を忘れ

るくらい、きっと心に残る出会いや交流の機会「心の距離」

となるはずです。

さて本日は、川原ガバナー補佐をお迎えしております。

PELS（PETS）や会長幹事会で、お会いするした際、温かく

声をかけていただき、いつも私たちのクラブのことを気に

かけて頂いています。

本日はご多忙の中、ご訪問いただいたことに心より感謝

申し上げます。

川原ガバナー補佐の歓迎と、そのご指導を私たちのクラ

ブのさらなる発展につなげていくことを申し上げ、私の挨

拶とさせて頂きます。

会務報告
①令和 7 年 1月 1 日から 6月 30 日までに寄付したロータ

リー日本財団の確定申告用領収書が届きましたのでお

配りしています。

②アッセンブリーをお配りしています。

③例会終了後、第２回定例理事会を開催いたしますので、

理事役員はお集まりください。

④青少年交換プログラムの交換留学生募集のチラシが届

いています。

スマイル報告
〇澤 野 正 幸 君 お盆休み明けの例会です。残暑の中、

皆様体調にお変わりないでしょうか？川原ガバナー補

佐、当クラブを訪問下さりありがとうございます。軸屋

部門長、本日の会員増強のお話よろしくお願いいたしま

す。

〇福 山 智 子 君 川原ガバナー補佐、当クラブを訪問下

さりありがとうございます。

〇杉 原 浩 君 本日は川原ガバナー補佐に南 RC3139 回例

会においでいただいております。何卒ご指導ご鞭撻の程よ

ろしくお願いいたします。

〇川 窪 宏 一 君 川原ガバナー補佐、ようこそ南ロータリ

ークラブへおいでいただきました。本日はご指導よろしく

お願いします。

〇内 田 修 友 君 川原ガバナー補佐、ようこそ南クラブ

へお越しくださいました。本日はご指導宜しくお願い

いたします。

〇武井美智子君 川原ガバナー補佐訪問、お疲れ様です。

よろしくご指導ください。

〇上 薗 真 歩 君 還暦を目の前にして旅立った父の作

詞した二つの校歌のうち、一つが新聞に掲載されまし

た。初盆を迎えた母は、晩年その小学校の近くに住み、

校舎が見える小高い丘にある父の墓参りを日課にし、校

歌が聴こえてくると、嬉しそうに和んでいました。父と

は、単身赴任や愚息の寮生活でたった 13 年しか同居し

ませんでしたので、古稀を前にして、両親のいい供養に

なりました。木脇さんのご配慮に感謝致します。なお、

父のロマンティシズムと文才は、DNA とはなりませんで

した(;^_^A 猛暑の大江戸から。

小計 8,000 円 累計 86,000 円

ロータリーの友 8 月号 私のイチ押し！萩原隆志会員

【第 3140 回例会】西本幸則ガバナー公式訪問

令和 7年(2025 年)

8月 27日

会 員 増 強 ・ 新 ク ラ ブ 結 成 推 進 月 間
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多様で革新に満ちた会員増強は、会員全てが役割を

担う成長の取組みです。戦略的オープン例会 10 のポ

イントを実践して会員増強を本気で目指しましょ

う。米山記念奨学事業が日本のロータリーの誇りで

あることがわかります。ロータリー活動は「権利」

であり、積極的に参加することが自分とみんなのた

めになります。


